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51綿貫理明教授履歴・業績
［偉人の名言と筆者の経験］
“One	who	does	not	know	when	to	die,	does	not	know	how	to	live.”	(John	Ruskin)
“Alcohol	is	the	anesthesia	by	which	we	endure	the	operation	of	life.”	(George	Bernard	Shaw)
“The	best	way	to	predict	the	future	is	to	invent	it.”（Alan	C.	Kay）
（未来を予測する最良の方法は、それを発明することだ。）
上記のアラン・ケイの言葉は、「ITイノベーション史」（2009年まではコンピュータ史）でも引用した。この科
目は、コンピュータの誕生からネットワーク社会までを概観する科目である。選択必修科目であるにも関わら
ず、在職期間に1626名が履修登録をしてくれた。70％が単位を取得したとしても実際に約1100名の学生が受講
してくれたことになる。筆者の所属プログラム以外の専門分野からも多くの受講者があった。学生たちは、先
端技術を学ぶだけでなく、歴史から学ぶことも多々あったのであろう。
「愚者は経験に学び、賢者は歴史に学ぶ。」（オットー・フォン・ビスマルク）
自分の経験からだけでなく、他人の経験、即ち歴史から学ぶことも重要である。
「預言者とは違って、科学者は、予言の代わりに推定という言葉を、運命の代わりに法則を、
事故の代わりに統計上の誤差という言葉を使う。」（セオダー ･モーディス）
「誰でもこの山に向かい、『立ち上がって、海に飛び込め』と言い、少しも疑わず、
自分の言う通りになると信じるならば、その通りになる。」（マルコ福音書）
　
　「持っている人は更	に与えられて豊かになるが、
持っていない人は持っているものまでも取り上げられる。」（マタイ福音書）
　
「他人と違うことばかりやっていると奇人・変人として排斥される。
かと言って他人と同じことだけをやっていては存在意義がない。
他人と同じ仕事をこなし、その上で自分独自の仕事をする必要がある。」
（筆者が社会で働いた経験から）
